
　
　
　
香
典
返
し

編 集 後 記
市
社
協
に
次
の
方
々
か
ら
寄
附
が
あ
り
ま
し
た
。

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
故
人
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

社
協
へ
の
ご
寄
附
は
、確
定
申
告
な
ど
で
、所
得
税
法
と
地
方
税
法
の「
寄
附
金
控
除
」が
で
き
ま
す
。

（
※
7
月
10
日
受
付
分
ま
で
を
掲
載
）

は
、是
非
、各
運
営
者
ま
た
は
市
社
会
福
祉
協
議
会

ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

子
ど
も
に
と
っ
て
も
大
人
に
と
っ
て
も
笑
顔
で

過
ご
せ
る
楽
し
い
夏
休
み
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
。

※
市
社
会
福
祉
協
議
会

☎（
2
3
）３
７
５
６

８
月
と
い
え
ば
、子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
待
ち

に
待
っ
た
夏
休
み
の
真
っ
最
中
で
す
。

半
面
、大
人
に
と
っ
て
は
、学
校
が
休
み
に
な
る

こ
と
で
お
弁
当
が
必
要
と
な
っ
た
り
と
、負
担
が

増
え
る
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。

さ
て
、皆
さ
ん
は「
子
ど
も・地
域
食
堂
」を
ご
存

知
で
す
か
？

子
ど
も・地
域
食
堂
は
、子
ど
も
を
中
心
に
地
域

の
多
世
代
の
方
々
な
ど〝
み
ん
な
が
集
え
る
居
場
所
〞

と
し
て
運
営
さ
れ
て
い
る
食
堂
で
、安
価
な
料
金（
子

ど
も
の
み
一
部
無
料
の
食
堂
有
り
）で
食
事
が
提
供

さ
れ
る
こ
と
が
特
徴
で
す
。

市
内
に
は
現
時
点
で
５
か
所
の
地
域
食
堂
が
あ

り
、『
多
世
代
間
の
交
流
や
地
域
づ
く
り
の
場
と
し

た
い
。親
子
で
ゆ
っ
く
り
と
過
ご
し
て
ほ
し
い
…

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を
子
ど
も
や
地
域
の
方
々

に
食
べ
さ
せ
た
い
…
食
の
大
切
さ
を
知
っ
て
ほ
し

い
…
』な
ど
運
営
者
そ
れ
ぞ
れ
の
想
い
が
込
め
ら

れ
た
居
場
所
が
、工
夫
を
凝
ら
さ
れ
た
食
事
と
と

も
に
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。

利
用
者
の
皆
さ
ん
か
ら
と
て
も
喜
ば
れ
て
お
り
、

リ
ピ
ー
ト
率
も
高
く
、現
在
は
ど
の
食
堂
も
事
前

予
約
が
必
要
な
ほ
ど
、人
気
と
の
こ
と
で
す
。こ
の

機
会
に
是
非
お
子
様
と
ご
利
用
し
て
み
ら
れ
て
は

い
か
が
で
す
か
？
一
部
を
除
き
お
子
様
だ
け
の
利

用
も
可
能
で
す
。予
約
先
や
実
施
日
な
ど
、詳
細
は

市
社
会
福
祉
協
議
会（
※
）の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

〝
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
と
幸
せ
〞を
願
い
運
営
さ

れ
て
い
る
地
域
食
堂
。そ
の
多
く
は
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
や
支
援
者
ら
の
寄
附（
食
材
や
活
動
資
金
）に
よ
っ

て
支
え
ら
れ
活
動
し
て
お
ら
れ
ま
す
。そ
う
い
っ

た
支
援
の
輪
の
広
が
り
が
食
堂
の
運
営
に
は
欠
か

せ
ま
せ
ん
。〝
私
も
応
援
し
た
い
〞と
思
わ
れ
る
方

元
げ ん

樹
き

だより
市長からのメッセージ

元松 茂樹

▽
松
山
町
　
　
　
　
　
　
　
　春
木
安
子
　
　
　
　亡
夫

直
道
　
　
　
　
　
　  

（
七
七
）

▽
住
吉
町
　
　
　
　
　
　
　
　富
永
信
夫
　
　
　
　亡
母

ス
ガ
　
　
　
　
　
　  

（
九
七
）

▽
走
潟
町
　
　
　
　
　
　
　
　下
田
真
由
美
　
　
　亡
母

山
﨑
サ
エ
子
　
　
　  

（
八
六
）

▽
下
網
田
町
　
　
　
　
　
　
　村
田
民
子
　
　
　
　亡
父

司
　
　
　
　
　
　
　  

（
八
九
）

▽
松
原
町
　
　
　
　
　
　
　
　正
代
エ
ミ
コ
　
　
　亡
夫

宗
成
　
　
　
　
　
　  

（
八
八
）

▽
岩
古
曽
町
　
　
　
　
　
　
　伊
豫
道
晴
　
　
　
　亡
妻

ヨ
ツ
エ
　
　
　
　
　  

（
九
〇
）

▽
松
山
町
　
　
　
　
　
　
　
　河
上
福
代
　
　
　
　亡
夫

義
松
　
　
　
　
　
　  

（
八
三
）

▽
三
拾
町
　
　
　
　
　
　
　
　脇
戸
正
博
　
　
　
　亡
母

初
代
　
　
　
　
　
　  

（
九
六
）

▽
三
拾
町
　
　
　
　
　
　
　
　池
田
壽
美
子
　
　
　亡
母

敏
子
　
　
　
　
　
　  

（
九
六
）

▽
船
場
町
　
　
　
　
　
　
　
　宮
本
雅
晴
　
　
　
　亡
妻

か
す
み
　
　
　
　
　  

（
六
九
）

▽
新
町
一
丁
目
　
　
　
　
　
　岩
崎
逸
子
　
　
　
　亡
夫

達
三
郎
　
　
　
　
　  

（
九
七
）

▽
石
小
路
町
　
　
　
　
　
　
　清
村
明
美
　
　
　
　亡
夫

増
美
　
　
　
　
　
　  

（
九
〇
）

▽
熊
本
市
南
区
城
南
町
　
　
　福
田
京
子
　
　
　
　亡
母

加
悦
テ
ル
子
　
　
　  

（
九
四
）

▽
長
浜
町
　
　
　
　
　
　
　
　中
村
清
廣
　
　
　
　亡
母

シ
ズ
ヨ
　
　
　
　
　  

（
九
七
）

▽
松
原
町
　
　
　
　
　
　
　
　久
原
成
世
　
　
　
　亡
母

和
世
　
　
　
　
　
　  

（
八
五
）

▽
住
吉
町
　
　
　
　
　
　
　
　坂
田
幸
子
　
　
　
　亡
夫

誠
　
　
　
　
　
　
　  

（
六
七
）

▽
住
吉
町
　
　
　
　
　
　
　
　富
永
セ
イ
子
　
　
　亡
夫

剛
　
　
　
　
　
　
　  

（
八
三
）

▽
網
津
町
　
　
　
　
　
　
　
　東

清
子
　
　
　
　亡
父

中
村
辰
實
　
　
　
　  

（
八
八
）

▽
新
町
四
丁
目
　
　
　
　
　
　見
﨑
絹
代
　
　
　
　亡
夫

鐵
雄
　
　
　
　
　
　  

（
八
〇
）

▽
栄
町
　
　
　
　
　
　
　
　
　石
坂
智
久
　
　
　
　亡
父

弘
喜
　
　
　
　
　
　  

（
九
〇
）

▽
新
開
町
　
　
　
　
　
　
　
　平
尾
輝
美
　
　
　
　亡
母

野
口
秀
子
　
　
　
　  

（
八
七
）

▽
立
岡
町
　
　
　
　
　
　
　
　澤
田
康
博
　
　
　
　亡
母

秀
子
　
　
　
　
　
　  

（
九
一
）

▽
走
潟
町
　
　
　
　
　
　
　
　宇
都
宮
由
美
子
　
　亡
夫

優
治
　
　
　
　
　
　  

（
八
〇
）

▽
赤
瀬
町
　
　
　
　
　
　
　
　日
隈

等
　
　
　
　亡
母

タ
マ
子
　
　
　
　
　  

（
九
六
）

◎地域食堂の
運営に興味が
ある方のご相
談もお待ちし
ています。

▽
楽
し
み
な
こ
と
が
盛
り
だ
く
さ
ん
な
夏
休

み
の
中
で
避
け
て
通
れ
な
い
の
が
、
夏
休
み

の
宿
題
。
私
は
、
提
出
日
の
前
日
に
慌
て
て

終
わ
ら
せ
る
タ
イ
プ
で
し
た
。
こ
の
性
格
は
、

社
会
人
に
な
っ
た
今
も
変
わ
ら
ず
、
広
報
の

締
め
切
り
間
際
の
今
、
切
羽
詰
ま
っ
た
状
態

で
編
集
後
記
を
書
い
て
い
ま
す
。(

笑)

気
に
な
っ
て
、
宇
土
市
の
公
式
イ
ン
ス
タ

グ
ラ
ム
で
夏
休
み
の
宿
題
に
つ
い
て
の
ア
ン

ケ
ー
ト
を
と
り
ま
し
た
。
１
１
０
票
回
答
い

た
だ
き
、
計
画
的
に
取
り
組
む
人
が
20
人
、

早
め
に
終
わ
ら
せ
る
人
が
27
人
、
終
わ
り
頃

に
ま
と
め
て
終
わ
ら
せ
る
人
が
63
人
で
し
た
。

私
と
同
じ
タ
イ
プ
が
半
数
以
上
い
て
安
心
し

ま
し
た
。
皆
さ
ん
は
ど
の
タ
イ
プ
で
し
た
か
？

(

み)

市庁舎ロビーに「子育て関連
情報」をまとめて設置！
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事前に受信設定を行うことで子育て
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